
認知症高齢者グループホーム外部評価結果グループホームみどり

書毎 巨項
良 くできてい
ス できている努力が必要 評価困難

C理 念の具杯`と
サービス理念や運営方針は、家庭的な環境の中で、利用者の能力や尊厳を尊重し
たケアを行うなど、グループホームの特徴を生かしたものになっている。

O

2 じ軽意の楽石と実現

すべての職員が、ホームの理念にもとづき、常にその実現に取 り経んでいる。
O

3 0グ ルーフ本―ムでの生活至闘つくりの工夫
家族会と一緒に作つた花壇に季節の花を入居者と一緒に植え、生け花にして飾ったり、ご近所への訪簡の捺に手生産にするな
ど花の絶えないホームです。外でも食事が出来るようテーブルなどを置き、桜の花見等季節に応じて楽じめる広い庭や室内に
も季節を感じてもらう工夫として、雛人形や盆提灯等を置き、5月の節旬には鰹のばりがフェンスに泳ぎ、入居者や家族又地
域の方々を桑しませています。室内!ま心地良い音楽、雑音を疲らすようにし、イベント毎の写真等掲示し、皆で案しんでいま
す。

4 O気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、玄聞まわりや建物の
周霞が違和感や威圧感を感じさせないつくりになってもヽる。

O

5 O家 庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 (玄闇、廊下、居蘭、台所、食堂、浴室、 トイレなど)を はじ
め、調度品や設備、物晶や装飾が家庭的な雰囲気になっている。

O

6 0く つろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。

O

7 O居 室の環境づくり
居室は、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活馬品、装飾品
等が持ち込まれるなど、安心して過ごせる場所となっている。

O

8 0入 居者の身体機能の低下を捕うことに配慮した環境及び生活空薦づくり

○

g O認 疑涯状に配属した環境つくり
場所の薦違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

O

10 O落 ち着いた暮らしができる峡適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮らせるように、音の大きさ、光の強さ、におい、冷
暖房などに配慮してある。

O

O入 居者に対するケアを行ううえで工夫されていること
呼び止められたら入居者の目の高さに合わせゆつたりとした気持ちで、否定する事無く最後まで話を聴き、理解するよう努め
ています。またゆっくり話しかけ、声は大きすぎず、周囲が不快や驚きを感じないように努めています。個人の意思を尊重す
る為、生活の中での様々な率Jtttま出来る限り自己決定のもと援助しています。努力目標として、 “基本に戻ろう

″
を挙モデ、そ

の実現に向け努力されています。

υ担 お1=具 杯 町 客夢「譲 計 日 の拝 扇

アセスメント (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応じた具体的な分
護計画を作成するとともに、その計画の内容について入居者や家族に説明してい
る。

O

υ すま護 話 回へ の埋 揺 と実 張

すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解し、その介護計画に沿つたケ
7を 行つている。

O

O職 員間での情報の共有
職員薦での申し送りや情報伝達を確実に行つている。
すべての購員に伝わる仕組みがある。

また、重要事項について、 O

じ八唐有~人 ひとりり皐亘

常に入居者一人ひとりの人権を尊重 し、誇 りやプライバシーに配慮 した言葉かけ
や対応を行つている。

O

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接
している。

O

評価者 :あすなろ福祉サービス評価機構



認知症高齢者グループホーム外部評価結果
グループホーム みどり

番毎 目項
長 くできてい
る できている努力が必要 評価困難

1 0入 居者のベースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めていくのではなく、入居者が自分のペース
を保ちながら暮らせるように支えている。

O

じ人居者の憲悪の専夏
入屋者一人ひとりが自分で決めた り希望を表 した りすることを大切に している。

O

〇富豆への配慮
入居者の 「できること、できそうなこと」
に、見守つたリー緒に行うようにしている。

について、できるだけ手やElを出さず
○

20 0身 杯理東のないケアの実践
すべての職員が、身体抱末についての正しい理解のもと、身体約束をしないケア
を実践している。

O

0入 居者と共同した食事の支度と後かたづtナ
献立づくり、買い物、調理や後かたづtナなどについて入居者と共同して行う王夫
をしている。

O

0八 居者一人ひとりにあわせた調理方法 =盛り付tすの工夫
入居者一人ひとりの理噛 ・醸下等の身体機能や、便秘 〔下痴等の健康状態にあわ
せた調理をしているかどうか。また、盛り付けの工夫等を行つている。

O

0家 歴函雰囲気の食事支援
職員が入居者と嵐じ食事を楽しみながら、食べこぼし等に対する支援 コ介助をさ
りtずなく行つている。

O

24 O一 人ひとりに応じた排泄支援
おむつをできる限り使癌しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン
を超握し、トイレでの排泄や自立した排泄へ向けた支援を行つている。

O

0排 逆時の不安や養恥心等への配慮
排泄の誘導や介助、失業などへの対応fま、八居者の不安や差恥心、プライバシー

に配慮して行つている。
O

〇希望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援している。

O

0希 望に合わせた理美容院への利用支援
入居者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。

O

〇ブライ ドを大切にした整容への支援
入居者のプライ ドを大切にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してさりrず
なくカバーじている。 ｀

O

O細 やかな安眠のための支援f

夜張れない入居者にfま、再日の生活リズムを通じた対策を取るなど、入居者一人
ひとりの睡眠のパターンを把握し、安暖できるよう支援している。

O

30 0三 体mな 金銭管理に向けた支援   ｀    ふ ヽ

入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、入居者一人ひとりの状況に応じた支
援をしている。

O

O本 一ム内での役割 `案 しみごとの創出
入居者がホーム内での役割や楽しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話
など、一人ひとりに応じた出番づくりをしている。

O

〇題躍内の清潔保持
入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の
手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、理腔の清潔を日常的に支
援している。

O

O身 体状態の変化や異常の早期発見、対応
入居者の身体状態の変化や異常のサインを早期に発見できるように努め、その状
況を記録に残している。

O

0服 案の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、用法や用量を理解しており、入居者
が医師の指示に従つて服薬できるように支援している。

O

0緊 急時の対処体制の整偏
入居者のけが、骨折、発作、のど講まり等の緊急時に職員が応急手当を行うこと
ができるようにしており、協力医療機関や消肪、警察等とあらかじめ必要な事項を
取り決め、連携体制を整えている。

O

評価者 こあすなる福祉サービス評価機構



認知症高齢者グループホーム外部評価結果
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番号 目項
農くできてし
る できている 努力が必要 評価葱難

9地 域における入居者の生活支援
入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、買い物や散歩、集会への参加など、積
極的に地域の中で案しめるような機会をつくつている。

O

O入 居者家族の本―ム訪闘に関する配慮
入居者の家族が気軽に訪間でき、居心地よく過ごせるよう、
囲気をつくつている。

ホームに栄やすい雰 O

0入 居者家族との交流貢援
入居者と家族とが交流できるように、食事づくり、散歩、外出、行事など、ホー

ムでの活動に参加する機会をつくつている。
O

9事 案競としての組載鶏域組状況

法人代表者及び管理者 tま、現場の状況をよく理解 して、職員と
一
体 となって協力

してケアサー ビスの向上に取 り組んでいる。
O

40 D入 居者の状態に応じた職員の確保
GHケ アに適した資賞を有する職員を採用するとともに、夜FFFを含め無理のない
俄員の動務日―テーションを組むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため
の人員亜置を確保している。

O

じ尋班防止の対策
けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生した場合には、すべ

ての職員が出確に対応できる体制を整えているとともに、再発防止対策を検討し、
サービスの改善を図つている。

O

42 O入 居者家藤からの意見や要望を引き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり
できるように、家族の面会時の声かけ、定期的な連絡等を積極的に行っている。 O

Э地域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。

O

O地 域社会への貢献
認知症理解や関わり方についての相談への対応や教室の窮催、研修生やボラン
ティア等の受入れなど、グループホーム運営上指った知識や経験、技術などを地域
社会に提供している。

O

O本 一ム全体の雰囲気
グループホーム

“
みどリ
ル
と言う名にふさわしく自然治癒力を高めるに十分な自然環境と広い敷地の中の併設施設の南劉に立

つホームです。木造平屋建てのホーム内も落ち着いた雰囲気の待まいで、広々とした室内は天丼も高く、室内にいても風や
木々の音を感じられ、テラスからも阿蘇の山並みを望めることが出来ます。霞当たりの良いパブリックスペースでゆつくりし
た生活が営まれており、ゆつたりとした時の流れで、職員は入居者の目線になり、一人ひとりの人権 コ生活を尊重し、入居者
に対しての言動も温かい雰囲気の本一ムです。

じ 務 話 師 客詳 仙    ヽ

管理者を中心とした理念めもとでチームケアの充実に熱心に取組まれ、 “基本に戻ろう
ル
を合言葉に入居者への傾聴モ強制の

無いケアコ自己決定の場面を作るなどのケアの実浅となっています。本一ム内にデイサービスも様設され、日常的に1まゆっく
りとした生活と隣接施設の習宇教室や民譲教室等に参加したり、季節に応じた外出支援等により画一的な生活リズムに陥らな
いよう努力されています。 “しあわせがいつぱい

"と
いぅホーム便りの中に生き生きと明るい表指となつて表れています。“

元気な内に美しんで、良い目に合わせたい。それを見るのが楽しみ
"と
いう家族の言葉通りに、多くの家族の訪聞や家族会

釜貴崖香警察譲響釜宣法苗榛看質秀警蒼言著層走軽絵糸轟窒壱ぞユ脅智S客手寮続曇縫墓をあ逢推泰磐た圏暑盆客審奇P雰督
時に機動力を発揮できることも利点の一つです。又、看取り介護まで視野に入れ、職員が生死観について学習を深め 「生き
る」姿を支えるために努力されています。

O優 れている点
目標の一つである地域に開かれた運営の確立としての小中学校の総合学習やワークキャンプ Eボランティアリーダー研修等を
積極的に受け入れています。小学校との関わりは時に密になっており、入居者の手縫いの雑巾を送つたり、夏体みにはラジオ
体操に庭を開放し子供たちとのふれあいの場にもなっています。職員の研修体制も確立し、職員が資格取得を富指しスキル
アップに努め、今年度ケアマネージャー他多くの資格を取得されており、専門職としての今後が期待できます。
又、透明化を図り、全ての情報のオープン化に臨まれ、事業計画や年間行事予定又外部評価結果等を誰でも見れるようにし、
個々の介護計画書も居室にも設置したり、 車ぇがぉがぃっぱい

Ⅲ
としヽうホーム便りに生活の様子や行事計画等を掲載し、ご家

族へ配布する取組みが継続的に行なわれていることが、ご家族にも好評であり、絶大な信頼を得ているようです。日々の細や
かな健康管理や的確なプランとパリアフリー化されたホームで、職員に支えながら自分らしく自分のペースでの生活を垣FF3見
る事が出来ました。

0努 力が望まれる点
事故報告書に基づき、事故対策委員会で検討され十分な対策が議じられています。今後職員のとヤリハット体験も記録として
残され、これを分析することで事故防止に繋モデていただきたいと思います。又、近鱗住民の自常的な立ち寄りは少ないように
見受fすます。今後運営推進会議や自治会などを通して近騰住民の訪間の促進とされたり、ホーム独自の催しなどに参加を提
し、更に多くの近隣の方々の訪問に繋げていただく事を期待します。職員の中に認知症ケア専用士もおられますので、地域の
中で事海職を生かした取組みとして、認知症の相談窓題となつたり、分護教室等を企画し、講師としての参画に期待します。
地域の拠点として発信していただきたいと思います。

評価者 :あすなろ福祉サービス評価機構


